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國
學
院
大
學
図
書
館
所
蔵
『
大
中
臣
祓
同
註
』
の
解
題
と
翻
刻

古　

谷　

易　

士　
　

　
　
は
じ
め
に

　
『
大
中
臣
祓
同
註（

（
（

』
は
、
中
世
以
降
盛
ん
に
著
さ
れ
た
中
臣
祓
の
注
釈
書
の
一
つ
で
あ
る
。
本
書
は
河
野
省
三
博
士
（
一
八
八
二
～

一
九
六
三
）
の
旧
蔵
書
で
、
御
遺
族
に
よ
り
寄
贈
さ
れ
、
現
在
は
國
學
院
大
學
図
書
館
・
河
野
省
三
記
念
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
本

書
の
成
立
は
室
町
中
期
か
ら
後
期
と
考
え
ら
れ
、
中
世
に
お
け
る
中
臣
祓
註
釈
の
形
態
を
よ
く
留
め
て
い
る
。
こ
の
『
大
中
臣
祓
同
註
』

は
本
書
以
外
に
写
本
す
ら
存
在
せ
ず
（『
国
書
総
目
録
』
参
照
）、
内
容
的
に
も
他
の
注
釈
書
に
は
な
い
異
説
が
見
受
け
ら
れ
、
貴
重
な
一

書
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
稿
は
、
こ
の
『
大
中
臣
祓
同
註
』
を
翻
刻
し
、
若
干
の
解
題
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
一
、
書
誌

　

書
誌
に
つ
い
て
は
、
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
編
『
河
野
省
三
記
念
文
庫
目
録 

和
装
本
之
部（

（
（

』、
お
よ
び
岡
田
莊
司
・
加
瀬
直
弥
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編
『『
中
世
日
本
紀
・
神
道
書
籍
』
展
覧
会
展
示
図
録
』「
大
中
臣
祓
同
註
」
横
山
直
正
氏
解
説（

（
（

を
参
照
し
た
。

【
請
求
番
号
】
図
書
館
所
蔵
・
河
野
省
三
記
念
文
庫
一
一
六
四
号

【
冊
数
】
写
本
一
冊

【
表
紙
】
渋
染
縦
縞
文

【
寸
法
】
縦
二
六
・
六
糎
、
横
一
八
・
六
糎

【
装
丁
】
線
装
本
四
ツ
目
綴

【
料
紙
】
楮
紙

【
外
題
】「
大
中
臣
秡
同
註
」（
表
紙
左
上
題
簽
、
本
文
と
異
筆
）

【
内
題
】「
大
中
臣
秡
同
註
王
城
諸
國
建
立

并
神
祇
聞
書

」（
扉
左
上
）

【
丁
数
】
墨
付
十
四
丁
（
扉
含
む
）

【
著
者
】
扉
に
「
藤
原
朝
臣
御
子
大
夫
」
の
名
あ
り

【
本
文
文
字
】
漢
字
仮
名
交
じ
り

【
印
記
】「
紫
雲
文
庫
」（
朱
方
印
・
表
紙
見
返
し
、
本
文
冒
頭
）

　
　
　
　
「
明
治
廿
年
八
月
一
日 

第
千
四
百
七
十
六
號 

三 
福
井
古
本
部
」（
朱
長
方
印
・
表
紙
見
返
し
）（
数
字
は
書
き
込
み
）

　
　
　
　
「
河
野
省
三
博
士
記
念
文
庫
」「
平
成
五
年
三
月
三
十
一
日
受
入
」（
朱
長
方
印
・
最
終
丁
）

【
書
入
・
貼
紙
】
な
し

【
奥
書
】
な
し

【
そ
の
他
】
扉
お
よ
び
末
丁
表
に
「
秀
存
」
の
署
名
あ
り
（
題
簽
と
同
筆
、
本
文
と
異
筆
）
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二
、
解
題

　

中
臣
祓
は
神
道
の
教
説
の
中
心
を
な
す
も
の
と
し
て
、
古
く
か
ら
『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
と
と
も
に
重
視
せ
ら
れ
、
中
世
以
降
多
く
の

注
釈
書
が
著
さ
れ
た（

（
（

。
中
臣
祓
の
現
存
す
る
最
古
の
文
は
、
十
二
世
紀
初
頭
に
成
立
し
た
『
朝
野
群
載
』
巻
六
、
神
祇
官
の
項
に
「
中
臣

祭
文
」
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
朝
廷
に
お
け
る
公
的
な
大
祓
に
用
い
ら
れ
た
宣
読
体
の
大
祓
詞（

（
（

が
、
十
世
紀
以
前
、
神
祇
官
の
内
部

の
人
の
手
に
よ
り
奏
申
の
形
式
に
改
め
ら
れ（

（
（

、
は
じ
め
陰
陽
師
に
受
容
さ
れ
て
、
私
的
に
民
間
に
流
布
す
る
よ
う
に
な
る（

（
（

。
や
が
て
陰
陽

祓
の
影
響
を
受
け
て
仏
家
祓
（
六
字
河
臨
法
）
が
成
立
し
、
さ
ら
に
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
初
期
に
か
け
て
、
伊
勢
神
宮
神
職
の
間
で
伊
勢

流
祓
が
形
成
さ
れ
て
い
く（

（
（

。

　

中
臣
祓
の
注
釈
書
と
し
て
は
、『
阿
娑
縛
抄
』
の
仁
平
三
年
（
一
一
五
三
）
の
中
臣
祓
に
関
す
る
問
答
の
中
で
、
陰
陽
生
が
『
注
中
臣
祓
』

の
書
を
挙
げ
て
お
り
、
そ
の
逸
文
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
現
存
す
る
中
臣
祓
注
釈
書
と
し
て
は
、
平
安
末
期
の
成
立
と
み
ら
れ
る
『
中
臣

祓
訓
解
』『
中
臣
祓
記
解
』
が
最
も
古
い
が
、
そ
の
『
訓
解
』
お
よ
び
『
記
解
』
に
も
「
祭
文
本
紀
」「
本
記
」
と
し
て
両
部
神
道
と
陰
陽

道
・
陰
陽
師
に
よ
る
解
説
書
の
逸
文
が
収
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
訓
解
』
以
前
に
も
数
種
の
中
臣
祓
注
釈
書
が
存
在
し
た
こ
と
が

分
か
る（

（1
（

。

　

伊
勢
流
祓
の
最
古
の
祓
本
は
、
建
保
三
年
（
一
二
一
五
）
の
書
写
歴
を
も
つ
『
中
臣
祓
注
抄
』
で
あ
る
。『
中
臣
祓
注
抄
』
は
、
陰
陽

道
や
仏
教
に
よ
る
注
釈
を
加
え
た
「
中
臣
祓
注
」、
五
帝
龍
王
や
十
二
月
将
の
勧
請
な
ど
、
中
臣
祓
を
奏
上
す
る
前
に
読
む
祭
文
を
記
し

た
「
大
中
臣
祓
祭
文
」、
中
臣
祓
本
文
に
中
臣
祓
を
奏
上
す
る
趣
旨
を
述
べ
る
祭
文
と
、
奏
上
後
に
読
む
祭
文
を
記
し
た
「
中
臣
祓
本
」

の
三
部
に
分
け
ら
れ
る
。

　

伊
勢
流
祓
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、『
朝
野
群
載
』
中
臣
祭
文
に
お
け
る
「
祓
給
」「
清
給
」
の
字
句
を
「
祓
申
」「
清
申
」
と
自
力
祓
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の
字
句
に
転
換
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。『
中
臣
祓
注
抄
』
第
一
部
の
「
中
臣
祓
注
」
で
は
「
申
」
の
字
句
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、

第
三
部
の
「
中
臣
祓
本
」
で
は
い
ま
だ
「
給
」
の
字
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
初
期
の
伊
勢
流
祓
の
形
式
を
伝
え
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
吉
田
流
で
は
「
祓
賜
清
賜
」
の
字
が
用
い
ら
れ
る
。
吉
田
流
の
中
臣
祓
註
釈
は
卜
部
兼
倶
に
よ
り
大
成
さ
れ
た
が
、
兼
倶

自
筆
の
『
中
臣
祓
抄
』（
卜
部
兼
倶
本
）
に
は
「
祓
賜
・
清
賜
、
以
二
此
詞
一、
為
二
詮
要
一
」
と
あ
り（

（1
（

、
や
は
り
自
筆
の
『
中
臣
祓
抄
』（
月

舟
寿
桂
聞
書
）
で
も
「
陰
陽
道
ニ
ハ
、
祓
申
ス
、
清
申
ス
、
ト
カ
イ
タ
ソ
、
ソ
レ
ハ
、
吾
ミ
ツ
カ
ラ
祓
ソ
、
賜
ノ
點
カ
、
吾
家
相
承
也
、

吾
自
祓
ヨ
リ
ハ
、
神
ノ
來
テ
祓
賜
ハ
、
マ
シ
タ
ソ
」
と
述
べ
て
い
る（

（1
（

。

　

陰
陽
道
や
伊
勢
流
の
「
申
」
は
祓
の
自
力
的
な
自
覚
が
強
調
さ
れ
る
自
力
祓
で
あ
り
、
吉
田
流
の
「
賜
」
は
神
の
意
思
で
祓
わ
れ
る
他

力
祓
と
さ
れ
る（

（1
（

。

　
『
大
中
臣
祓
同
註
』
の
冒
頭
、「
大
仲
臣
秡
縁
起
」
に
収
め
ら
れ
た
中
臣
祓
本
文
で
は
「
秡
申
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
伊
勢
流
の
系
統
に

属
す
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
注
釈
に
お
い
て
も
『
中
臣
祓
注
抄
』「
中
臣
祓
注
」
と
共
通
す
る
説
が
多
く
、
強
い
関
係
性
が
窺
わ
れ
る（

（1
（

。

　

本
文
の
詞
章
に
お
い
て
は
、
他
の
注
釈
書
・
祓
本
な
ど
と
比
較
し
て
も
、
ど
れ
か
一
つ
に
近
似
す
る
こ
と
は
な
く
、
独
自
の
用
字
も
多
い
。

　

著
者
に
つ
い
て
は
、
扉
に
「
藤
原
朝
臣
御
子
大
夫
」
の
名
が
見
え
る
。
歌
道
師
範
家
と
し
て
権
威
を
有
し
た
御
子
左
家
で
、
皇
后
宮
大

夫
・
皇
太
后
宮
大
夫
を
歴
任
し
た
藤
原
俊
成
（
一
一
一
四
～
一
二
〇
四
）
に
仮
託
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
不
明
で
あ
る
。

　

ま
た
、
扉
お
よ
び
末
丁
表
に
は
題
簽
と
同
筆
、
本
文
と
異
筆
で
「
秀
存
」
の
署
名
が
あ
る
。
こ
の
人
物
に
つ
い
て
も
不
詳
だ
が
、
本
書

成
立
か
ら
は
や
や
下
っ
た
時
期
の
所
持
者
と
考
え
ら
れ
る（

（1
（

。

　

内
容
的
に
は
仏
教
的
色
彩
が
濃
厚
で
、
神
宮
の
神
職
や
御
師
が
直
接
成
立
に
関
わ
っ
た
と
は
考
え
難
い
。

　

成
立
過
程
と
し
て
は
、
全
体
の
構
成
や
内
容
に
不
統
一
が
認
め
ら
れ
る
な
ど
、
別
々
に
成
立
し
て
い
た
言
説
が
徐
々
に
集
成
さ
れ
て

い
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
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次
に
、『
大
中
臣
祓
同
註
』
の
全
体
の
構
成
と
、
そ
の
要
旨
を
掲
げ
る
。

A　
「
大
仲
臣
秡
縁
起
」（
二
丁
表
一
行
目
～
四
丁
表
三
行
目
）

B　

中
臣
祓
の
功
徳
お
よ
び
由
来
に
つ
い
て
（
四
丁
表
四
行
目
～
五
丁
表
七
行
目
）

C　
「
京
立
次
第
」（
五
丁
裏
一
行
目
～
六
丁
裏
七
行
目
）

D　
「
地
神
五
代
」（
七
丁
表
一
行
目
～
十
一
丁
表
六
行
目
）

E　
「
神
聞
書
」（
十
一
丁
表
七
行
目
～
十
二
丁
表
四
行
目
）

F　

神
書
目
録
（
十
二
丁
裏
一
行
目
～
同
七
行
目
）

G　

箇
条
書
き
（
十
二
丁
裏
八
行
目
～
十
四
丁
表
二
行
目
・
終
）

　
A

　「
大
仲
臣
秡
縁
起
」

　
『
大
中
臣
祓
同
註
』（
以
下
『
同
註
』
と
す
る
）
の
冒
頭
は
「
大
仲
臣
秡
縁
起
」
と
題
さ
れ
、
中
臣
祓
の
本
文
と
、『
中
臣
祓
注
抄
』
と

共
通
す
る
説
を
多
く
含
む
仏
説
に
よ
る
注
釈
が
割
書
の
形
で
施
さ
れ
る
。「
大
仲
臣
秡
縁
起
」
の
名
称
か
ら
す
る
と
、
B
と
し
た
中
臣
祓

の
功
徳
お
よ
び
由
来
に
つ
い
て
も
含
め
た
題
目
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
A
と
B
を
合
わ
せ
た
部
分
が
、
中
臣
祓
注
釈
書
と
し
て
の
本
書
の

根
幹
を
な
し
て
い
る
。

　

中
臣
祓
本
文
の
語
句
に
つ
い
て
は
、
省
略
と
い
う
よ
り
書
写
の
過
程
で
脱
落
し
た
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
が
見
受
け
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

天
津
罪
で
は
「
畔
放
」「
溝
埋
」「
頻
蒔
」
が
な
く
、「
頻
蒔
」
の
注
釈
の
み
が
残
っ
て
い
る
。
国
津
罪
で
も
「
己
母
犯
罪
」「
己
子
犯
罪
」

「
母
與
子
犯
罪
」「
子
與
母
犯
罪
」「
畜
犯
罪
」
の
語
句
お
よ
び
注
が
な
い
。
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ま
た
、『
朝
野
群
載
』
中
臣
祭
文
に
は
「
神
掃
ニ
掃
給
」
の
あ
と
に
「
神
問
セ
ニ
問
セ
給
テ
」
と
あ
る
の
に
対
し
、『
同
註
』
で
は
「
神
問
々

給
」
が
先
に
な
っ
て
い
る
な
ど
、
異
同
が
あ
る
。
こ
れ
は
『
中
臣
祓
注
抄
』
な
ど
、
伊
勢
流
の
注
釈
書
に
共
通
し
て
い
る
。

　

注
釈
に
お
け
る
『
同
註
』
と
『
中
臣
祓
注
抄
』「
中
臣
祓
注
」（
以
下
『
注
抄
』）
と
の
共
通
点
と
し
て
は
、
冒
頭
の
「
高
天
原
」
に
対

す
る
「
梵
天
八
万
四
千
神
來
集
所
也
、
神
祖
也
」（『
注
抄
』）
と
「
大
梵
天
王
八
万
四
千
神
來
進
給
所
也
」（
同
註
』）
や
、「
皇
親
（
神
）」

に
対
す
る
「
盤
古
王
男
神
也
、
神
祖
也
」（『
注
抄
』）
と
「
盤
古
王
鬼
神
名
也
」（
同
註
』）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
他
に
も
多
く
の
共
通

点
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
『
中
臣
祓
訓
解
』
や
『
中
臣
祓
義
解
』
な
ど
に
は
な
い
説
で
あ
る
。

　

逆
に
相
違
す
る
も
の
と
し
て
は
、「
神
留
坐
」
に
対
す
る
「
光
音
天
廣
天
子
、
諸
神
祖
也
」（『
注
抄
』）
と
「
荒
陰
給
天
火
天
神
云
諸
神

祖
也
」（
同
註
』）
や
、『
注
抄
』
の
「
呂
岐
神
〈
盤
百
王
男
神
也
、
神
祖
也
〉」「
呂
美
命
〈
宣
命
或
云
、
神
母
天
照
大
神
也
〉」
が
、『
同
註
』

で
は
「
神
漏
岐
神
漏
美
命
以
者 
帝
尺
天
王
及
四
大
天
王
也
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

も
っ
と
も
、『
同
註
』
の
「
帝
尺
天
王
及
四
大
天
王
也
」
と
い
う
注
釈
は
、『
注
抄
』
の
「
八
百
万
〈
善
惡
諸
神
等
二
万
八
千
神
使
者
也
〉

神
達
、
神
集
々
給
、
神
議
議
給
、〈
帝
尺
天
皇
及
四
天
王
等
也
〉」
が
混
入
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
『
同
註
』
で
は
「
八
百
万

神
達
神
進
々
給
神
議
々
給
吾
皇
御
孫
命
者
」
の
注
釈
と
し
て
「
三
十
三
天
及
四
大
天
王
宮
也
」
と
記
さ
れ
る
が
、こ
れ
は
『
注
抄
』
の
「
豐

葦
原
」
の
割
注
「
卅
三
天
及
四
天
王
宮
也
」
に
相
当
す
る
。
さ
ら
に
『
同
註
』
で
は
「
豊
葦
原
」
の
注
釈
と
し
て
「
娑
婆
世
界
ナ
リ
」
と

記
し
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
共
通
点
お
よ
び
相
違
点
は
、
中
臣
祓
本
文
と
注
釈
に
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
大
東
敬
明
氏
に
詳
細

な
研
究
が
あ
る
。

　

大
東
氏
は
、『
注
抄
』
と
称
名
寺
聖
教
『
大
中
臣
祭
文
』（
以
下
『
祭
文
』）
と
の
比
較
か
ら
、
両
書
の
成
立
背
景
を
考
察
さ
れ
た（

（1
（

。
そ

こ
で
は
、
①
土
台
と
な
る
中
臣
祓
本
文
は
異
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
書
き
加
え
ら
れ
た
注
釈
の
背
後
に
な
ん
ら
か
の
共
通
基
盤
が
あ
っ
た
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と
推
測
さ
れ
る
こ
と
、
②
そ
の
共
通
基
盤
は
、
鎌
倉
時
代
か
ら
南
北
朝
時
代
に
か
け
て
、
様
々
な
人
々
が
中
臣
祓
に
加
え
て
き
た
注
釈
の

集
ま
り
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
互
い
に
関
連
し
な
が
ら
形
成
・
展
開
し
て
い
る
状
態
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
、
③『
氏
経
卿
記
録
』「〈
常
良

卿
自
筆
本
〉
中
臣
祓
」
裏
書
や
、
金
剛
寺
所
蔵
「
大
祓
祝
詞
残
欠
」
の
傍
書
に
見
え
る
よ
う
に
、
本
来
、
裏
書
や
傍
書
の
形
で
書
き
加
え

ら
れ
て
い
た
注
釈
が
、『
注
抄
』
や
『
祭
文
』、
そ
し
て
『
同
註
』
な
ど
の
書
写
過
程
に
お
い
て
、
本
文
に
割
注
す
る
形
で
組
み
込
ま
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
そ
の
た
め
、
中
臣
祓
本
文
の
語
と
注
釈
が
対
応
し
て
お
ら
ず
、
近
い
語
に
注
記
さ
れ
て
い
る
な
ど
の
混
乱
が
生
じ

た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。

　

つ
ま
り
、『
注
抄
』
や
『
祭
文
』、『
同
註
』
の
注
は
、
す
べ
て
が
独
自
の
も
の
で
は
な
く
、
当
時
、
流
布
し
て
い
た
も
の
の
一
部
を
基

本
と
し
て
撰
述
さ
れ
た
こ
と
と
な
る
。
参
照
す
べ
き
論
考
で
あ
ろ
う
。

　
B

　
中
臣
祓
の
功
徳
お
よ
び
由
来
に
つ
い
て

　

須
彌
山
の
中
腹
に
い
て
仏
法
帰
依
者
を
守
護
す
る
四
王
天
（
四
天
王
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
仏
教
と
関
わ
り
の
深
い
神
々
の
名
を
羅
列

す
る
。
彼
ら
三
千
大
千
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
神
々
が
進
み
来
て
、
南
閻
浮
提
に
住
す
る
一
切
衆
生
の
災
厄
除
去
と
福
寿
増
長
の
た
め
に
、
中

臣
祓
が
作
り
出
さ
れ
た
と
述
べ
る
。

　

中
臣
祓
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
羅
什
三
蔵
つ
ま
り
鳩
摩
羅
什
（
三
四
四
〜
四
一
三
）
が
天
竺
よ
り
唐
土
へ
伝
え
、
慈
覚
大
師
円
仁

（
七
九
四
～
八
六
四
）
が
天
平
神
護
三
年
（
七
六
七
）
に
三
衣
の
箱
に
入
れ
て
唐
よ
り
日
本
へ
伝
え
た
と
い
う
。
中
臣
祓
は
陰
陽
祓
・
仏

家
祓
に
受
容
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
中
国
伝
来
の
も
の
と
一
部
に
信
じ
ら
れ
て
い
た
。

　

続
け
て
、
中
臣
祓
が
我
が
国
で
重
用
さ
れ
る
契
機
と
な
っ
た
奇
譚
を
載
せ
る
。
円
仁
が
日
本
に
中
臣
祓
を
請
来
し
た
時
、
近
江
国
に
美

濃
・
近
江
・
大
和
の
三
ヶ
国
を
影
が
覆
う
ほ
ど
の
栗
の
大
木
が
あ
り
、
人
々
は
困
り
果
て
て
い
た
。
そ
の
大
木
は
切
っ
て
も
元
の
如
く
切

口
が
ふ
さ
が
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
慈
覚
大
師
が
中
臣
祓
を
用
い
て
そ
の
木
を
切
る
と
、
切
口
は
ふ
さ
が
ら
ず
、
そ
の
ま
ま
切
ら
れ
た
と
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い
う
。
そ
れ
以
来
、
中
臣
祓
が
日
本
一
の
祈
祷
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
十
一
「
推
古
天
皇
造
本
元
興
寺
語
」
で
、
堂
の
建
立
の
た
め
に
槻
の
大
木
を
伐
る
に
際
し
、
祟
り

を
恐
れ
て
麻
苧
の
注
連
縄
を
木
の
根
元
に
引
き
廻
ら
し
て
米
を
散
じ
、
御
幣
を
奉
っ
て
中
臣
祓
を
読
誦
さ
せ
た
と
あ
る
こ
と
や
、
巻
第

三
十
一
「
近
江
国
栗
太
郡
大
柞
語
」
で
、
栗
太
郡
の
大
き
な
柞は

は
そ

の
樹
の
陰
が
、
朝
に
は
丹
波
国
に
届
き
、
夕
方
に
は
伊
勢
國
に
届
い
た

と
い
う
説
話
を
想
起
さ
せ
る（

（1
（

。

　
C

　「
京
立
次
第
」

　

こ
こ
で
は
、
神
武
天
皇
以
来
、
平
安
遷
都
ま
で
の
都
の
場
所
を
列
挙
す
る
。

　

神
武
天
皇
の
あ
と
「
大
和
國
郡
々
數
立　

景
行
天
皇
十
二
代
」
と
、
欠
史
八
代
お
よ
び
崇
神
・
垂
仁
天
皇
を
省
略
す
る
。

　

安
康
天
皇
お
よ
び
清
寧
・
顕
宗
・
仁
賢
・
武
烈
天
皇
、
安
閑
・
宣
化
天
皇
も
省
略
さ
れ
る
が
、
継
体
天
皇
の
次
に
「
大
和
國
日
隈
入
野

宮
遷
化
」
と
あ
る
の
は
宣
化
天
皇
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、
書
写
の
過
程
で
の
脱
落
が
あ
る
よ
う
だ
。

　

ま
た
、
欽
明
天
皇
か
ら
皇
極
天
皇
ま
で
は
、
都
の
場
所
を
記
さ
ず
に
続
け
て
書
か
れ
る
が
、
欽
明
天
皇
の
前
に
あ
る
「
大
和
國
橘
京
一

代
」
と
は
舒
明
天
皇
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
錯
簡
で
あ
ろ
う
。

　

孝
徳
天
皇
よ
り
桓
武
天
皇
ま
で
は
ほ
ぼ
正
確
に
記
さ
れ
て
お
り
、
最
後
に
安
徳
天
皇
の
福
原
（
本
書
で
は
冨
原
）
遷
都
が
加
え
ら
れ
て

い
る
。

　
D

　「
地
神
五
代
」

　

冒
頭
に
慈
遍
の
『
豊
葦
原
神
風
和
記
』
の
中
巻
「
地
神
五
代
」
が
引
用
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
応
す
る
形
で
、
外
宮
の
神
が
天
御
中
主
尊

で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
そ
の
神
徳
を
叙
述
す
る
。
再
び
地
神
五
代
の
説
明
に
戻
り
、
三
貴
神
や
三
種
神
器
、
倭
姫
命
に
よ
る
伊
勢
へ
の
遷

幸
、
伊
勢
の
神
々
、
御
神
体
な
ど
が
縷
々
述
べ
ら
れ
る
。
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こ
こ
に
見
ら
れ
る
諸
説
に
は
、
伊
勢
神
道
書
の
影
響
が
多
く
見
ら
れ
る
。

　
例
え
ば
、
八
丁
表
に
「
神
鏡
三
面
内
鏡
一
豊
受
躰
也
二
髙
宮
也
三
面
荒
祭
也
」
と
あ
る
の
は
、『
伊
勢
二
所
皇
太
神
御
鎮
座
伝
記
』
の

「
神
鏡
座
事
」
に
見
え
る
説
で
あ
る
。
ま
た
、
九
丁
表
の
崇
神
天
皇
の
御
代
、
天
照
大
神
の
御
神
体
を
内
裏
か
ら
出
さ
れ
た
時
、
天
皇
の

護
身
の
た
め
、新
た
に
三
種
神
器
の
剣
と
鏡
を
石
凝
姥
と
天
目
一
箇
の
神
裔
に
鋳
造
さ
せ
た
と
あ
る
の
は
、『
古
語
拾
遺
』
に
初
め
て
見
え
、

伊
勢
神
道
書
に
広
く
受
容
さ
れ
た
説
で
あ
る
。

　
内
容
的
に
は
さ
ら
に
幾
つ
か
の
段
落
に
分
け
ら
れ
る
が
、
煩
瑣
に
な
る
の
で
一
つ
に
ま
と
め
た
。

　
E

　「
神
聞
書
」

　
当
該
箇
所
は
「
神
聞
書
」
と
題
さ
れ
、
五
箇
条
の
箇
条
書
き
で
構
成
さ
れ
る
。

　
第
一
条
で
は
内
宮
に
つ
い
て
「
天
譲
日
天
狭
霧
陽
神
日
彦
日
精
摩
尼
ナ
リ
」、
外
宮
に
つ
い
て
「
地
月
譲
地
狭
霧
尊
陰
神
是
月
神
姫
也
」

と
述
べ
る
。
こ
れ
は
『
先
代
旧
事
本
紀
』
巻
第
一
・
神
代
本
紀
の
冒
頭
に
「
于
レ
時
天
先
成
而
地
後
定
。
然
後
於
二
高
天
原
一
化
生
一
神
。

号
曰
二
天
譲
日
天
狭
霧
国
譲
日
国
狭
霧
尊
一
」
と
あ
り
、
伊
勢
神
道
書
で
も
『
天
口
事
書
』
の
天
御
中
主
神
の
注
釈
で
「
神
語
曰
、
天
譲

レ
日
国
禅
レ
月
皇
神
也
。
高
天
原
初
出
之
故
、
天
御
気
理
挙
之
八
重
雲
以
天
於
坐
神
也
」
と
し
、
同
体
と
す
る
豊
受
太
神
の
説
明
で
も
用

い
ら
れ
て
い
る
。『
神
皇
実
録
』
で
は
「
号
曰
二
天
譲
レ
日
陽
神

日
神

国
禅
レ
月
陰
神

月
姫

皇
神
一
」
と
あ
り
、『
大
中
臣
祓
同
註
』
の
文
言
に
近
づ
い
て
い
る
。

　
ま
た
、
内
宮
に
つ
い
て
「
火
珠
所
成
道
是
地
神
五
代
位
也
」、
外
宮
に
つ
い
て
「
水
珠
所
成
道
是
天
神
七
代
位
也
」
と
す
る
。
D
「
地

神
五
代
」
に
も
「
伊
奬

（
マ
マ
）ナ
キ
左
手
金
鏡
陰
生
右
手
銀
陽
生
日
神
月
神
水
珠
火
珠
日
月
是
也
」
と
記
す
。
こ
れ
も
伊
勢
神
道
書
の
『
神
皇

系
図
』
地
神
五
代
の
天
照
大
神
の
説
明
に
「
諾
尊
持
二
左
手
金
鏡
一
陰
生
、
持
二
右
手
銀
鏡
一
陽
生
。
因
以
日
神
月
神
所
化
生
也
。
謂
火
珠

水
珠
二
果
曲
玉
変
成
三
昧
世
界
建
立
日
月
是
座
」
と
み
え
る
。
中
世
神
道
説
で
は
、
内
宮
を
胎
蔵
界
・
日
・
火
珠
と
し
、
外
宮
を
金
剛
界
・

月
・
水
珠
と
し
て
対
照
さ
せ
る
こ
と
が
多
い
。
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火
珠
・
水
珠
に
つ
い
て
は
仏
書
に
多
く
登
場
し
、
日
本
曹
洞
宗
の
開
祖
・
道
元
（
一
二
〇
〇
～
五
三
）
に
よ
る
『
正
法
眼
蔵
』
巻
第

四
十
二
・
都
機
に
お
い
て
も
「
タ
ト
ヒ
陰
精
陽
精
ノ
光
象
ス
ル
ト
コ
ロ
火
珠
水
珠
ノ
所
成
ナ
リ
ト
モ
。
即
現
現
成
ナ
リ
。
コ
ノ
心
ス
ナ
ハ

チ
月
ナ
リ
。
コ
ノ
月
オ
ノ
ツ
カ
ラ
心
ナ
リ
」
な
ど
と
あ
り
、
両
部
神
道
書
を
含
め
当
時
広
く
用
い
ら
れ
た
概
念
で
あ
っ
た
。

　

第
二
条
以
降
で
は
天
竺
と
唐
土
、
百
済
、
日
本
な
ど
、
国
や
人
物
を
対
比
さ
せ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
仏
教
的
解
釈
を
施
し
て
い
る
。

　
F

　
神
書
目
録

　

当
該
箇
所
は
す
で
に
伊
藤
聡
氏
に
よ
り
翻
刻
さ
れ
、
寺
院
に
お
け
る
神
書
の
相
承
と
い
う
観
点
か
ら
考
証
が
加
え
ら
れ
て
い
る（

（1
（

。
同
じ

く
中
世
の
神
書
目
録
が
載
せ
ら
れ
る
真
福
寺
文
庫
蔵
『
日
本
記
三
輪
流
』
や
京
都
大
学
図
書
館
蔵
の
『
両
部
神
書
』
で
は
、
冒
頭
に
「
本
書
」

と
し
て
『
書
紀
』
と
そ
の
注
釈
が
挙
げ
ら
れ
、
次
い
で
『
麗
気
記
』
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
両
書
こ
そ
が
神
道
相
承
に
お
け
る
根
本
典
籍

で
あ
る
と
の
認
識
を
示
し
て
い
る
。『
大
中
臣
祓
同
註
』
で
は
「
麗
記
十
八
巻
」
と
し
て
『
麗
気
記
』
が
二
番
目
に
、「
神
代
巻
三巻

」
と
し

て
『
日
本
書
紀
』
の
神
代
上
下
と
神
武
紀
が
六
番
目
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

冒
頭
に
は
「
扶
桑
曰
各
記
百
巻
百
皇
一
巻
ツ
ヽ

」
と
し
て
『
扶
桑
略
記
』
と
判
断
さ
れ
る
書
名
が
見
い
だ
せ
る
が
、先
の
『
日
本
記
三
輪
流
』『
両

部
神
書
』
に
も
『
水
鏡
』
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

伊
藤
氏
は
、

　
　

�

少
な
く
と
も
中
世
に
お
い
て
は
、『
水
鏡
』『
扶
桑
略
記
』、
更
に
後
出
の
『
唐
鏡
』
と
い
っ
た
「
史
書
」
が
、
我
々
が
通
常
「
神
祇
書
」

「
神
道
書
」
と
し
て
認
識
し
て
い
る
諸
書
と
同
一
の
位
相
の
下
で
も
享
受
さ
れ
て
い
た
実
態
を
、
右
の
目
録
は
伝
え
て
い
る
。
ま
た

こ
の
こ
と
は
、
神
祇
書
が
ま
さ
に
史
書
＝
日
本
紀
に
他
な
ら
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

と
述
べ
ら
れ
る（

（1
（

。

　

三
番
目
の
「
無
題
記
上下

巻
」
は
、
鎌
倉
末
期
成
立
の
両
部
神
道
書
『
天
照
大
神
口
決
』
の
別
名
と
考
え
ら
れ
る
。
五
番
目
に
挙
げ
ら
れ
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た
「
仲
臣
祓
ノ
註
」
は
「
大
師
御
作
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、空
海
に
仮
託
さ
れ
た
『
中
臣
祓
訓
解
』
も
し
く
は
『
中
臣
祓
記
解
』

の
可
能
性
が
高
い
。

　

こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
資
料
な
ど
か
ら
も
、
河
野
省
三
博
士
が
指
摘
す
る
如
く
、
本
書
を
室
町
中
期
か
ら
後
期
の
成
立
と
す
る
こ
と
に
大

過
は
な
い
と
思
わ
れ
る（

（2
（

。

　
G

　
箇
条
書
き

　

最
後
に
、
伊
弉
諾
・
伊
弉
冉
、
権
現
と
明
神
、
聖
徳
太
子
伝
な
ど
に
つ
い
て
記
し
た
七
箇
条
の
箇
条
書
き
が
書
き
連
ね
ら
れ
る
。

　

釈
迦
入
滅
後
の
二
千
五
百
年
を
五
百
年
ず
つ
に
分
け
た
「
五
五
百
歳
」
で
は
、
最
初
の
五
百
年
か
ら
順
に
解
脱
・
禅
定
・
多
聞
・
造
寺
・

闘
諍
の
各
堅
固
と
な
る
が
、解
脱
堅
固
を
「
持
戒
堅
固
」
と
し
、禅
定
（
本
書
で
は
禅
尼
）・
多
聞
が
逆
に
な
っ
て
い
る
な
ど
の
相
違
が
あ
る
。

　
　
お
わ
り
に

　

以
上
、『
大
中
臣
祓
同
註
』
の
書
誌
情
報
と
解
題
に
つ
い
て
記
し
て
き
た
。

　

解
題
に
お
い
て
は
中
臣
祓
と
そ
の
注
釈
書
の
沿
革
に
つ
い
て
述
べ
、
本
書
の
大
ま
か
な
位
置
づ
け
を
行
っ
た
。
ま
た
、
全
体
の
構
成
お

よ
び
要
旨
を
簡
単
に
ま
と
め
た
。

　

本
書
の
書
写
年
代
は
室
町
中
期
か
ら
後
期
と
推
察
さ
れ
、
鎌
倉
時
代
以
降
に
撰
述
さ
れ
た
『
中
臣
祓
注
抄
』
や
、
称
名
寺
聖
教
『
大
中

臣
祭
文
』
な
ど
の
中
臣
祓
注
釈
書
と
同
様
、
中
世
に
広
く
流
布
し
て
い
た
注
釈
を
共
通
基
盤
と
し
て
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

抜
き
書
き
と
し
て
の
性
格
も
あ
り
、
中
臣
祓
本
文
に
は
省
略
や
脱
落
が
あ
る
も
の
の
、
末
尾
が
「
秡
申
」
と
記
さ
れ
る
な
ど
、
伊
勢
流

の
系
統
に
属
す
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

内
容
的
に
は
仏
教
的
色
彩
が
濃
厚
で
、
神
宮
の
神
職
や
御
師
が
直
接
成
立
に
関
わ
っ
た
と
は
考
え
難
い
。
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75 國學院大學図書館所蔵『大中臣祓同註』の解題と翻刻

　

全
体
の
構
成
や
内
容
に
は
不
統
一
が
認
め
ら
れ
、
別
々
に
成
立
し
て
い
た
言
説
が
漸
次
集
成
さ
れ
、
撰
述
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
書
に
は
不
明
な
こ
と
が
多
く
、
扉
に
記
さ
れ
た
「
藤
原
朝
臣
御
子
大
夫
」
や
、
所
持
者
と
考
え
ら
れ
る
「
秀
存
」
に
つ
い
て
は
今
後

の
課
題
と
し
て
い
き
た
い
。

　
註

　
（
１
）�　

翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
「
大
中
臣
秡
同
註
」
と
原
文
の
ま
ま
「
秡
」
の
字
を
用
い
た
が
、解
題
等
に
お
け
る
書
名
と
し
て
は
「
大
中
臣
祓
同
註
」
と
「
祓
」

の
字
を
用
い
た
。

　
（
２
）�　

河
野
省
三
博
士
の
旧
蔵
本
は
、
和
装
本
だ
け
で
四
千
五
百
余
点
を
数
え
る
。
昭
和
三
十
八
年
一
月
八
日
に
帰
幽
さ
れ
て
の
ち
、
大
学
理
事
者
の

懇
請
に
よ
り
、
し
げ
未
亡
人
と
令
息
道
雄
氏
の
快
諾
を
得
て
、
國
學
院
大
學
に
移
管
さ
れ
た
。
目
録
と
し
て
は
、
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所

編
『
河
野
省
三
記
念
文
庫
目
録 
和
装
本
之
部
』（
錦
正
社
、
平
成
五
年
三
月
）
が
あ
る
。

　
（
３
）�　

前
掲
注
2
目
録
。

　
（
４
）�　

岡
田
莊
司
・
加
瀬
直
弥
編
『『
中
世
日
本
紀
・
神
道
書
籍
』
展
覧
会 

展
示
図
録
』（
國
學
院
大
學 

二
十
一
世
紀
Ｃ
Ｅ
Ｏ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
神
道
と

日
本
文
化
の
国
学
的
研
究
発
信
の
拠
点
形
成
」、
平
成
一
七
年
一
一
月
）

　
（
５
）�　

河
野
省
三
「
中
臣
祓
に
つ
い
て
」（『
神
社
協
会
雑
誌
』
一
一
―
一
〇
、
大
正
元
年
一
〇
月
）、
同
「
神
道
哲
学
よ
り
観
た
る
中
臣
祓
」（『
國
學

院
雜
誌
』
二
〇
―
八
、
大
正
三
年
八
月
）
な
ど
。
ま
た
、
西
田
長
男
「
吉
田
家
に
於
け
る
神
書
開
版
と
慶
長
勅
版
中
臣
祓
（
一
）（
二
）」（『
書
誌

学
』
一
〇
―
一
・
二
、
昭
和
一
三
年
一
・
二
月
）
で
は
、
そ
れ
ま
で
殆
ど
見
る
こ
と
の
な
か
っ
た
神
書
の
刊
行
の
中
で
、
中
臣
祓
が
『
日
本
書
紀
』

神
代
巻
と
と
も
に
慶
長
勅
版
と
し
て
開
版
さ
れ
た
と
す
る
。

　
（
６
）�　

大
祓
詞
の
詞
章
は
、『
延
喜
祝
詞
式
』
に
「
六
月
晦
大
祓 

十
二
月
准
レ
此
」
と
題
さ
れ
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
（
７
）�　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、宮
地
直
一
氏
が
「
中
臣
祭
文
の
辞
の
如
き
は
、必
ず
し
も
大
祓
詞
の
変
形
と
も
一
定
し
難
く
、又
延
喜
式
以
降
の
発
生
に
か
ゝ

る
と
も
決
し
難
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
し
て
お
り
、
異
論
も
あ
る
（『
三
国
最
上
之
祓
の
研
究
』
明
治
書
院
、
昭
和
九
年
九
月
）。

　
（
８
）�　

中
臣
祓
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
大
東
敬
明
氏
が
「
大
祓
詞
と
中
臣
祓
の
大
き
な
違
い
は
、
前
者
が
、
先
に
述
べ
た
大
祓
の
際
に
中
臣
や
卜
部
が
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読
み
上
げ
る
の
に
対
し
、
後
者
は
儀
礼
、
場
所
、
執
行
者
を
特
定
せ
ず
、
何
時
で
も
、
何
処
で
も
、
誰
で
も
よ
め
る
点
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
お
り
、

分
か
り
や
す
い
（「
鎌
倉
・
南
北
朝
時
代
に
お
け
る
中
臣
祓
註
釈
」
伊
藤
聡
編
『
中
世
神
話
と
神
祇
・
神
道
世
界
』
竹
林
舎
、
平
成
二
三
年
四
月
）。

　
（
９
）�　

中
臣
祓
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
は
『
神
道
大
系
・
古
典
註
釋
編
八
・
中
臣
祓
註
釋
』（
神
道
大
系
編
纂
会
、
昭
和
六
〇
年
一
一
月
）
の
岡
田
莊

司
氏
に
よ
る
解
題
を
参
照
し
た
。

　
　
　

�　

中
臣
祓
お
よ
び
中
臣
祓
注
釈
書
の
先
行
研
究
と
し
て
は
、
前
掲
注
5
お
よ
び
注
7
・
8
論
文
の
他
、
河
野
省
三
「
中
臣
祓
に
つ
い
て
」（『
國
學

院
雜
誌
』
三
三
―
三
、
昭
和
二
年
三
月
）、
同
「
中
臣
祓
と
民
族
精
神
」（『
日
本
精
神
叢
書
・
二
十
二
・
中
臣
祓
と
民
族
精
神
』
文
部
省
思
想
局
、

昭
和
一
二
年
三
月
）、
西
寅
夫
「
中
臣
祓
の
文
献
に
つ
い
て
」（『
國
學
院
雜
誌
』
三
七
―
三
、
昭
和
六
年
三
月
）、
青
木
紀
元
「
度
會
延
佳
の
中
臣

祓
研
究
」（『
神
道
史
研
究
』
八
―
四
、
昭
和
三
五
年
七
月
）、
岡
田
米
夫
「
大
祓
詞
か
ら
中
臣
祓
詞
へ
の
変
化
」（『
山
田
孝
雄
追
憶
・
史
学
語
学

論
集
』
宝
文
館
、
昭
和
三
七
年
一
一
月
）、
伴
五
十
嗣
郎
「
中
臣
祓
訓
解
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
」（『
神
道
史
研
究
』
一
七
―
三
、
昭
和
四
四
年

五
月
）、
岡
田
莊
司
「『
中
臣
祓
訓
解
』
及
び
『
記
解
』
の
伝
本
」（『
神
道
及
び
神
道
史
』
二
七
、
昭
和
五
一
年
四
月
）、
同
「
両
部
神
道
の
成
立
期
」

（『
神
道
思
想
史
研
究
』
安
津
素
彦
博
士
古
稀
祝
賀
会
、
昭
和
五
八
年
一
月
）、
平
泉
隆
房
「
伊
勢
神
道
へ
の
真
言
教
義
の
影
響
―
中
臣
祓
天
神
祝

詞
を
中
心
と
し
て
―
」（『
神
道
史
研
究
』
三
四
―
一
、昭
和
六
一
年
一
月
）、吉
川
竜
実
「
中
臣
祓
訓
解
と
法
華
経
」（『
皇
学
館
論
叢
』
二
一
―
一
、

昭
和
六
三
年
二
月
）、
鎌
田
純
一
「
中
臣
祓
訓
解
の
成
立
」（『
大
倉
山
論
集
』
二
三
、
昭
和
六
三
年
三
月
）、
白
江
恒
夫
「『
中
臣
祓
訓
解
』
か
ら

『
中
臣
祓
注
抄
』
へ
―
そ
の
本
文
語
句
の
変
化
―
」（『
皇
学
館
大
学
神
道
研
究
所
紀
要
』
九
、
平
成
五
年
三
月
）、
近
藤
啓
吾
「
山
崎
闇
斎
に
於
け

る
『
中
臣
祓
』」（『
神
道
史
研
究
』
四
二
―
四
、
平
成
六
年
一
〇
月
）、
小
野
善
一
郎
「
伊
勢
流
中
臣
祓
の
研
究
」（『
神
道
史
研
究
』
四
三
―
一
、

平
成
七
年
一
月
）、
同
「
伊
勢
神
宮
に
お
け
る
中
臣
祓
の
受
容
」（『
神
道
宗
教
』
一
六
一
、
平
成
七
年
一
二
月
）、
同
「
伊
勢
流
中
臣
祓
の
神
髄
」

（『
國
學
院
雜
誌
』
一
〇
四
―
六
、
平
成
一
五
年
六
月
）、
松
本
郁
代
「「
中
世
神
道
」
を
め
ぐ
る
書
写
歴
の
一
考
察
―『
中
臣
祓
訓
解
』
奥
書
の
成

立
を
中
心
に
―
」（『
立
命
館
文
学
』
五
六
四
、
平
成
一
二
年
三
月
）、
大
東
敬
明
「
南
都
の
寺
院
儀
礼
に
お
け
る
中
臣
祓
・
東
大
寺
二
月
堂
修
二

会
「
大
中
臣
祓
」―
東
大
寺
図
書
館
蔵
『
二
月
堂
咒
師
祓
』『
中
臣
大
秡
』
の
紹
介
に
寄
せ
て
―
」（『
神
道
研
究
集
録
』
二
〇
、
平
成
一
八
年
三
月
）

同
、「
東
大
寺
二
月
堂
修
二
会
「
中
臣
祓
」
の
典
拠
と
構
成
―
南
都
寺
院
に
お
け
る
中
臣
祓
の
一
例
と
し
て
―
」（『
国
立
歴
史
博
物
館
研
究
報
告
』

一
四
二
、平
成
二
〇
年
三
月
）、同
「
宮
地
直
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
『
大
祓
詞
註
釈
大
成
』―
企
画
展
「
文
献
に
み
る
祓
の
世
界
」
の
報
告
―
」（『
國

學
院
大
學
伝
統
文
化
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
一
、
平
成
二
一
年
三
月
）、
同
「
二
十
世
紀
前
半
の
中
臣
祓
研
究
―
企
画
展
「
お
は
ら
い

の
文
化
史
」
余
滴
―
」（『
國
學
院
大
學
伝
統
文
化
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
三
、
平
成
二
三
年
三
月
）
な
ど
。
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（
10
）�　

他
に
、
比
較
的
早
い
時
期
の
中
臣
祓
注
釈
書
と
し
て
は
、
次
に
挙
げ
る
『
中
臣
祓
注
抄
』
や
、
弘
安
元
年
（
一
二
七
八
）
に
度
会
常
昌
の
書
写

し
た
『
中
臣
祓
義
解
』
が
あ
る
。
ま
た
、
度
会
行
忠
の
撰
述
が
指
摘
さ
れ
る
『
伊
勢
二
所
皇
大
神
御
鎮
座
伝
記
』
に
は
、「
神
蔵
十
二
巻
秘
書
内

最
極
秘
書
」
と
し
て
「
祓
本
記
但
、
不
レ
載
二
本
目
六
一
也
」
が
挙
げ
ら
れ
、
同
じ
く
行
忠
の
著
書
で
あ
る
『
古
老
口
実
伝
』
に
は
「
可
レ
存
二
祠
官
一
古
書

取
二
詮
要
一

」
と
し
て
「
中
臣
祓
本
縁
事
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
鎌
倉
時
代
後
期
ま
で
に
は
、
い
く
つ
か
の
注
釈
書
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
（
11
）�　

兼
倶
は
文
献
上
の
初
見
と
な
る
文
明
八
年
（
一
四
七
六
）
九
月
以
降
、
盛
ん
に
中
臣
祓
の
講
釈
を
行
っ
て
い
る
（『
雅
久
宿
禰
記
』）。『
中
臣
祓

抄
』（
卜
部
兼
倶
本
）
は
中
臣
祓
講
釈
に
用
い
た
手
控
本
と
も
い
う
べ
き
性
格
の
も
の
で
あ
る
。
諸
講
釈
の
聞
書
本
の
原
型
が
要
領
よ
く
記
さ
れ
、

吉
田
流
中
臣
祓
研
究
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
伝
書
と
さ
れ
る
。

　
（
12
）�　
『
中
臣
祓
抄
』（
月
舟
寿
桂
聞
書
）
は
、
臨
済
宗
の
僧
で
五
山
文
学
末
期
の
代
表
者
で
あ
る
月
舟
寿
桂
が
、
明
応
四
年
（
一
四
九
五
）
四
月
に
行

わ
れ
た
兼
倶
の
講
釈
を
記
し
た
聞
書
本
に
基
づ
い
て
い
る
。
月
舟
の
求
め
に
応
じ
て
加
除
・
訂
正
を
加
え
た
際
に
、
兼
倶
自
身
も
参
考
の
資
と
し

て
抄
出
本
を
作
成
し
た
。

　
（
13
）�　

伊
勢
流
祓
の
特
色
と
し
て
は
、
①『
朝
野
群
載
』
中
臣
祭
文
に
お
け
る
「
祓
給
」「
清
給
」
の
字
句
を
、「
祓
申
」「
清
申
」
と
自
力
祓
の
字
句
に

転
換
し
て
い
る
こ
と
、
②
中
臣
祓
の
最
末
の
句
「
佐
乎
志
加
乃
御
耳
ヲ
振
立
テ
」
を
削
除
し
て
読
申
し
な
い
こ
と
、
③
中
臣
祓
を
五
段
に
分
け
て
解

釈
す
る
こ
と
、
の
三
つ
が
あ
る
。

　
　
　

�　

こ
れ
に
対
し
吉
田
流
で
は
、
①「
祓
賜
清
賜
」
と
読
む
こ
と
、
②
中
臣
祓
の
最
末
「
左
男
鹿
乃
八
能
耳
於
振
立
天
」
を
読
む
こ
と
、
③
兼
倶
に
よ
り
、

中
臣
祓
を
十
二
段
に
分
け
、
序
文
を
加
え
て
十
三
段
と
し
た
こ
と
、
の
三
つ
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
（
14
）�　
『
中
臣
祓
注
抄
』「
中
臣
祓
注
」
の
注
釈
に
つ
い
て
は
、
そ
の
全
て
が
建
保
三
年
（
一
二
一
五
）
の
書
写
歴
ま
で
遡
る
と
は
考
え
づ
ら
く
、
現
在

の
形
に
整
え
ら
れ
た
貞
治
五
年
（
一
三
六
六
）
ま
で
の
間
に
漸
次
書
き
加
え
ら
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
（
15
）�　

室
町
末
期
に
書
写
さ
れ
た
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
『
日
本
書
紀
神
代
巻
』
の
扉
お
よ
び
最
終
丁
に
も
、「
持
主
秀
存
」「
秀
存
」
と
の
署
名
が
あ

り
、
本
書
と
同
筆
と
思
わ
れ
る
。「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
解
題
で
は
、「
秀
存
に
つ
い
て
は
未
詳
。
比
叡
山
の
再
興
に
努

め
た
同
名
の
僧
（
一
五
九
八
年
没
）
が
い
る
が
、
同
一
人
物
か
ど
う
か
明
ら
か
で
な
い
」
と
し
て
い
る
。

　
（
16
）�　

前
掲
注
8
、
大
東
敬
明
「
鎌
倉
・
南
北
朝
時
代
に
お
け
る
中
臣
祓
註
釈
」（
伊
藤
聡
編
『
中
世
神
話
と
神
祇
・
神
道
世
界
』
竹
林
舎
、
平
成
二
三

年
四
月
）。
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（
17
）�　

近
江
国
に
大
栗
樹
の
あ
っ
た
話
は
、『
三
国
伝
記
』
巻
三
「
江
州
栗
太
郡
事
」
に
も
見
え
て
い
る
。

　
（
18
）�　

伊
藤
聡
「
中
世
寺
院
に
お
け
る
日
本
紀
享
受
」（『
解
釈
と
鑑
賞
』
六
四
―
三
、
平
成
一
一
年
三
月
）。

　
（
19
）�　

前
掲
注
18
論
文
。
ま
た
、
前
田
家
本
『
水
鏡
』
の
よ
う
な
中
世
神
祇
説
と
直
結
す
る
本
文
を
持
つ
異
本
の
存
在
と
、
同
書
が
神
道
伝
授
の
現
場

で
相
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
の
密
接
な
関
係
に
つ
い
て
、
多
田
圭
子
「『
水
鏡
』
前
田
家
本
の
独
自
記
事
と
南
部
文
化
圏
」（『
中
世
文
学
』
四
〇
、

平
成
七
年
）、
同
「
水
鏡
の
受
容
―
前
田
家
本
と
中
世
南
都
を
め
ぐ
っ
て
」（『
歴
史
物
語
講
座
第
五
巻 

水
鏡
』
風
間
書
房
、
平
成
九
年
）
な
ど
で

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
（
20
）�　

前
掲
注
9
、
河
野
省
三
「
中
臣
祓
と
民
族
精
神
」（『
日
本
精
神
叢
書
・
二
十
二
・
中
臣
祓
と
民
族
精
神
』
文
部
省
思
想
局
、
昭
和
一
二
年
三
月
）

な
ど
。
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79 國學院大學図書館所蔵『大中臣祓同註』の解題と翻刻

大
中
臣
祓
同
註
　
翻
刻

　【
凡
例
】

一　

�

翻
刻
に
当
っ
て
は
、
つ
と
め
て
底
本
の
体
裁
を
尊
重
し
た
。

異
体
・
略
体
・
古
体
の
文
字
は
、
原
則
と
し
て
こ
れ
を
正

字
の
字
体
に
改
め
た
が
、
字
体
の
甚
し
く
異
な
る
も
の
は
、

底
本
の
文
字
を
存
し
た
。

一　

�

文
字
の
誤
用
等
に
つ
い
て
は
底
本
の
ま
ま
と
し
、
わ
か
り

に
く
い
部
分
の
み
「（
マ
マ
）」
を
付
し
た
。

〈
表
紙
〉

大
中
臣
秡
同
註

〈
1
オ
〉

秀
存

藤
原
朝
臣
御
子
大
夫　

大
中
臣
秡
同
註
王
城
諸
國
建
立

并
神
祇
聞
書

〈
1
ウ
〉

（
白
紙
）

〈
2
オ
〉

　

大
仲
臣
秡
縁
起

高
天
原
者　

大
梵
天
王
八
万
四
千
神
來
リ
進
ミ
給
所
也

神
留　

マ
リ

坐
マ
シ
マ
ス
ト

者　
イ
ハ

　

荒
ク
陰
レ
給
ウ
天
火
天
神
ト
云
ハ
諸
神
ノ
祖
也

皇　
ス
ヘ

親ム
ツ
ト
者　

盤
古
王
鬼
神
名
也

神
漏
岐
神
漏
美
命

ミ
コ
ト
ヲ

以モ
テ
ト

者　

帝
尺
天
王
及
四
大
天
王
也

八
百
万
神
達
神
進

ア
ツ
メ
ニ

々ア
ツ
メ

給
テ
神カ

ン

議
タ
ハ
カ
リ
ニ

々
給
テ
吾
皇
御
孫
命
者

三
十
三
天
及
四

大
天
王
宮
也

豊
葦
原
者
娑
婆

世
界
ナ
リ

水
穂
國
佛
生
給
南

閻
浮
提
也
八
万
四
千
國
也
安

ヤ
ス
ク
ニ

國
平

タ
イ
ラ
ク

知
食
事
依エ

佐サ
セ

〈
2
ウ
〉

奉
ル
ト
ハ　

二
十
八
部
龍
神
鬼
神
等
也

如
此
依エ

佐サ
セ

奉
リ
國
ノ
中
ニ
荒
振
神
達
ト
ハ
帝
尺
天
始
居
住
所
也
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神カ
ン

問ト
ヒ
ニ

々ト
ヒ

給
テ
神
掃

ハ
ラ
イ
ニ

々
給
テ
ト
ハ
馬
鳴
菩
薩
龍
樹
菩
薩

秡ハ
ラ
イ

除ノ
ゾ
キ

愈イ
ヤ
シ
テ

礼
給
也

語　
コ
ト

問ト
ヒ

石イ
ハ

根子
ノ

木キ
タ
チ立
ト
ハ

文
殊 

普
賢 

初
孫
也

草ク
サ
ノ

垣カ
キ

葉ハ
ヲ

崇タ
レ
リ

大ナ
リ

良
マ
コ
ト
ニ

信マ
サ
リ

也

言コ
ト

止
ト
ハ
祈
禱
也
天

ア
メ
ト
ハ

虚
空
也
■

イ
ハ
ト
レ
ハ
地
居
天
及

大
地
輪
也

押
開
天
八
雲
風
神
ノ

吹フ
キ
テ

開
ハ
ラ
ハ
ル
ヽ

空　
ラ

晴　
ハ
ル
ヽ

也

伊イ

豆ツ
ニ

千チ

別ハ
ケ
ニ

々
テ々
天
降ク

ダ
レ

事
依エ

サ
セ差

奉
リ
四ヨ

モ
ノ方

國　
ノ

中
ナ
カ
ト
ハ
南
閻
浮

提
也

大
倭
國
髙
見
國
佛
法
流
布

南
國
也

安
國
定
奉

大
敷
立
ト
ハ
劫
初
時
地
獄
始

梵
天
ノ
建
立
ス
ル
也

髙
天
乃
至
我
皇
ト
ハ
日
月

星
也

美
豆
宮
乃
至

女
人
等
犯
過
非
情
草
木

付
犯
也

種
々
罪
事
天
津
罪
乃
至
樋
放

種
類
蒔
他
人
蒔
上
又
蒔
罪
也

〈
3
オ
〉

串
判
生
物
乍
生

串
剥
罪
也

生
剥
立
木
皮
剥

生
冥
皮
ヲ
剥
也

逆
剥
女
ノ
衣
タ
ル
ヲ
サ
カ
サ
マ
ニ

シ
テ
犯
罪
也

屎
戸
大
小
便
ト
コ
ト
モ

ナ
ク
犯
罪
ナ
リ

己
々
太
久
乃
至
國
津
罪
ト
ハ
人
ノ
ツ
キ
タ
ル

物
恠
ナ
リ

生
膚
断
ト
ハ
カ
キ
テ

ス
ル
ナ
リ

死
膚
断
ト
ハ
人
ノ
イ
ロ
ヲ
ハ
タ
テ

ノ
イ
ロ
ニ
ナ
ス
ナ
リ

白
人
胡
久
美
乃
至

逍
虫
交
（
マ
マ
）ト
ハ
犬
狐
ノ

物
恠
ナ
リ

髙
津
神
交
（
マ
マ
）ト
ハ
神
社
ヨ
リ

出
来
物
恠
也

髙
津
鳥
災
ト
ハ

鳥
類

恠
ナ
リ

髙
畜
倒
蟲
為
罪
タ
ハ
タ
チ
ニ
畜
類
ノ

臥
タ
ル
物
恠
ナ
リ

己
々
太
久
秡
出
ト
ハ

オ
シ
ノ
イ
タ
レ

リ
ツ
ミ
ヲ
云
也

如
此
出
天
津
宮
々
事
以
ト
ハ
梵
天
王
帝
尺
天

四
大
天
王
ナ
リ

大
仲

臣
天
津
金
木
カ
ミ
ノ
ム
マ
ノ
タ

カ
ツ
キ
ナ
リ

本
打
切
末
打
皺
（
マ
マ
）ト
ハ
天
神
地
神

坐
所
也

千
倉
乃
至
菅
麻
ト
ハ
女
ノ

コ
ト
ナ
リ

本
苅
断
乃
至
詔
申
ト
ハ
解
除
シ
テ

始
除
ナ
リ

〈
3
ウ
〉

如
此
乃
至
聞
食
ト
ハ
心
吉
照
見

給
ナ
リ

國
津
神
ト
ハ
地
神
代
ヲ

愍
玉
ウ
事
也

高
山
末
乃
至
大
舩
ト
ハ
大
小
懺
悔
ノ

法
船
ナ
リ

舳
縄
ト
ハ
法
聞
覚

事
ナ
リ

艫
縄

大
菩
提
心

成
佛
ス
ル
ナ
リ

大
海
原
押
放
事
如
ト
ハ
ミ
キ
ハ
カ
タ

ナ
リ

彼
方
繁
木

本
ホ
ノ
ワ
ス
ナ
リ

ウ
エ
チ
ナ
リ

カ
ナ
キ
ナ
リ

焼
鎌
ト
ハ
懺
悔
シ
テ
念
レ
佛
ヲ

心
ヲ
観
ス
ル
ナ
リ

打
拂
事
乃
至
短

山
末
チ
サ
ウ
セ
ン
ト

七
金
山
ナ
リ

佐
久
那
谷
ト
ハ
死
出
ル

山
ナ
リ

落
滝
速
河
三
途
河
ハ
ナ
ル
ヽ
ナ
リ

又
ハ
娑
婆
ヲ
ハ
ナ
ル
ヽ
也

瀬
坐
瀬
織
津
姫
申
神
炎
魔
法
王
也

罪
業
ヲ
捨
定

大
海
原
乃
至

早
開
姫
申
神
五
道

大
臣
也

持持
加

益

イ

加
々
呑
始
テ
地
獄
ヘ
入
ナ
リ

如
此
持

加
々
呑
伊
吹
戸
坐
ト
ハ
泰
山
府
君
ナ
リ

伊
吹
戸
主
申
神
諸
地
獄
ノ

開
宰
也

〈
4
オ
〉

根
國
ト
ハ
等
活

地
獄
ナ
リ

底
國
ト
ハ
無
間

地
獄
也

伊
吹
放
乃
至
須
良
比
咩
申

神
ト
ハ
司
命

司
禄
也

持
佐
須
良
波
失
受
苦
ヲ

消
除
ス
ル
也

自
今
以
後
乃
至

有
物
ト
ハ
劫
ヲ
盡
ク
シ
テ

生
死
ヲ
出
也

秡
申
ト
ハ
コ
ト
ノ
ヨ
シ
ヲ

キ
コ
シ
メ
セ
ナ
リ

須
弥
山
中
腹
四
王
天
大
梵
天
帝
尺
天
衆
四
大
天

炎
羅
王
五
道
大
臣
泰
山
符

（
マ
マ
）君
一
大
三
千
大
世
界
大

小
神
祇
冥
道
進ス

ヽ
ミ

来
リ
南
閻
浮
提
一
切
衆
生
身

可
レ
来
ル
處
病
患
ヲ
除
ク
一
切
ノ
咒
咀
悪
念
非
時
中
爰
短
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81 國學院大學図書館所蔵『大中臣祓同註』の解題と翻刻

命
怖
畏
ノ
難
ヲ
秡
一
切
ノ
悪
魔
悪
神
汚
穢
不
浄
ノ
懈

〈
4
ウ
〉

怠
不
信
ノ
罪
過
除
滅
一
切
衆
生
顧
ニ
随
テ
福
寿
増
長
ノ

悦
ヲ
授
ク
為
ニ
作
リ
出
シ
給
也
羅
什
三
蔵
天
竺
ヨ
リ
唐
土
ヘ
傳
ヘ
給

慈
覚
大
師
入
唐
時
唐
ノ
南
天
ニ
参
テ
陰
居
見ミ

給
ウ
ニ
疫

病
発
ル
時
陰
陽
師
ニ
令
ムレ
占
時
ニ
日
本
行
人
陰
居
致

レ
秡
ヲ
云
々

其
此コ

ノ

散
供
打
當
ル
身
ト
者
鐵

ク
ロ
カ
子
ノ
杖
ニ
テ
打
ヨ
リ
モ
尚
ヲ

難カ
タ
シ

レ
堪タ

ヘ

其

時
傳
レ
之
ヲ
天
平
神
護
三
年
壬午

日
本
慈
覚
大
師

三
衣
ノ
箱
入
テ
渡
シ
給
ウ
于
レ
時
ニ
近
江
國
ニ
栗
木
有
リ
美
濃

〈
5
オ
〉

國
近
江
州
大ヤ

マ
ト
ノ和

刕ク
ニ

影カ
ケ

覆ヲ
ホ
ウ

此
木
三
ケ
ノ
國
人
ト
寄ヨ

リ

合ア
イ
テ

切
如
レ
本
ノ一
切キ

リ
ク
チ口

生　
ナ
リ合

イ
エ

時
夜
ル
陰
陽
師
聞
テ
鬼
神
集

ア
ツ
マ
テ

切

口
ヲ
マ
シ
ナ
イ
ナ
ヲ
ス
ト
テ
云
様
加
様
ニ

愈
イ
ヤ
シ
タ
リ
ト
モ

比ヒ
エ
ノ
ヤ
マ

叡
山
慈
覚

大
師
自
レ
唐
傳
給
ウ
中
臣
秡
信
ハ
ン
ニ
ハ
可
レ
叶
可
キレ
被
レレ
切
ラ
者モ
ノ

ヲ
ト
云
ヲ
聞
テ
慈
覚
大
師
ヲ
奉
リレ
請
シ
致
ス二

大
（
マ
マ
）臣
秡
ヲ一
其
時
切

口
不
愈イ
ヘ

合ア
ハ

一
被
レ
切
ラ
畢
云
々

自
レ
夫
以
来
以
テ二
大
中
臣
秡
ヲ一
祭
ヲ
日
本
一
ノ
祈
祷
ニ
用
レ
之
ヲ
ナ
リ

〈
5
ウ
〉

京
立
次
第

先マ
ツ

日
向
國
宮ミ

ヤ

崎サ
キ
ノ

亰　
　

 

　

神
武
天
皇

大
和
國

ク
ン郡

コ
ヲ
リ

々
カ
ス數

ア
マ
タ

立　

  

　

景
行
天
皇
マ
テ
十
二
代

近
江
國
志
賀
都ミ

ヤ
コ　
　
　

 
 

成
武
天
皇
御
代

長
門
國
豊ト

ヨ
ウ
ラ浦

郡　
　
　
　

仲チ
ウ
ア
イ哀

天
皇

宰サ
イ

府フ

神ツ
シ
ン

功ク
ウ

皇ク
ワ
ウ

后ク
ウ　
　
　

摂
津
國
難ナ
ニ
ハ
ノ波

京
仁
徳

天
皇

大
和
國
戸ト

内ウ
チ

里サ
ト　
　
　
　

履リ

中チ
ウ

々
々

〈
6
オ
〉

河
内
國
柴シ

ハ
カ
キ
サ
ト

垣
里　
　
　
　

反ハ
ン
セ
イ政

々
々

大
和
國
飛ヒ

鳥テ
ウ
ノ

宮　
　

 　

宛
（
マ
マ
）恭

天
皇
四
十
二
年
ニ
都
遷ウ

ツ
ル

同
國
泊ハ
ツ

瀬セ

朝ア
サ

蒼ク
ラ　

雄ヲ
ウ
リ
ヤ
ク略
天
皇

山
城
國
津ツ

々ヽ
木キ
ノ

郡　

継ケ
イ
タ
イ躰
同
國
乙ヲ
ト

郡ク
ニ
ノ

里サ
ト

同
皇

大
和
國
日ヒ

ノ
ク
マ隈
入イ
リ
ノ
ヽ
ミ
ヤ

野
宮
遷セ
ン
ク
ワ化
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大
和
國
橘

タ
チ
ハ
ナ
ノ

京
一
代
欽キ

ン

明メ
イ

天
王
敏ヒ

ン

達タ
ツ

用ヨ
ウ

明メ
イ

宗シ
ユ
ウ

峻シ
ユ
ン

推ス
イ

古コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

舒
明　
皇
極

摂
津
國
豊ト

ヨ
サ
キ㟢

里 　

孝カ
ウ

徳ト
ク

天
皇

大
和
國
岡ヲ

カ

本モ
ト
ノ

宮　

齊サ
イ

明メ
イ

天
皇

〈
6
ウ
〉

近
江
國
大ヲ

ヽ
ツ
ノ津

浦ウ
ラ　
　

天
智
天
皇

大
和
國
岡ヲ

カ

本
南
宮　

天
武
天
皇
三
井
寺
御
願
寺
ニ
ナ
ル

大
和
國
藤
原
宮　
　

持チ

統ト
ウ 

文モ
ン

武ム

奈
良
ノ

都ミ
ヤ
コ

七
代 

元
明 

元ケ
ン
セ
イ正 

聖セ
イ

武ム 

孝カ
ウ

嫌ケ
ン 
廃ハ
イ

帝テ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

昭セ
ウ

徳ト
ク 

光ク
ワ
ウ

仁ニ
ン

山
城

（
マ
マ
）

国
長ナ
カ

岡ヲ
カ
ノ

京
桓ク
ワ
ン

武ム 

平
安
城
都 

桓ク
ワ
ン

武ム
延
暦
十
三

年
都
遷
リ

安
徳
冨ト
ミ

原ハ
ラ

移
ウ
ツ
シ
テ　

其
後
又
平
安
城
遷
リ

〈
7
オ
〉

地
神
五
代　

豊ト
ヨ

葦ア
シ
ハ
ラ原
神
風
和
紀
中

第
一 

天
照
大
神
亦
云
大ヲ
ヽ
ヒ
ル日
霊メ
ノ

貴ミ

亦
云
大
日
霊
尊　

二 

正マ
サ

哉ヤ

吾
勝
尊

三 

皇ス
ヘ

御ミ
マ
コ
ノ孫
尊　
　
　
　
　

 

四 

火ホ

々ヽ
出テ

見ミ
ノ

尊

五
鸕
猫カ

草ヤ

不
レ

合ア
ワ
セ

レ
葺フ

キ

神　

已
上
五
神
皇
帝
祖
神

　
　

慈シ

遍ヘ
ン

僧ソ
ウ

都ツ

故コ

宮キ
ウ

長チ
ヤ
ウ

常ツ
子

昌マ
サ

三
品

外
宮
天ア

マ
ノ

御ミ

中ナ
カ

主ヌ
シ
ノ

尊
ヲ
ハ
神
風 

伊
勢 

百
舩 

度ト

會ク
ワ
イ

山ヤ
マ

田タ
ノ
ハ
ラ原

大
神
坐

マ
シ
マ
ス

也

元
氣
所
化
ノ
水
徳
反
成
シ
テ
為
レ
因
ト
為
レ
果
ト

所ト
コ
ロ

レ

露ア
ラ
ハ

名
二
天
水
雲

〈
7
ウ
〉

神
ト一
亦
住
レ
水
徳
ニ一
亦
名
クレ
御
氣
ト一

都ス
ヘ
テ

神
ハ
是
レ
水
珠
ノ
所
レ
成
即

ス
ナ
ハ
チ

月
ノ
珠タ

マ

也
亦
号
二
大
日
葦
原
中
津
國
主
ト
豊ト

ヨ
ウ
ケ受

皇ク
ワ
ウ

神
ナ
リ
又
名
レ
國

常常

立
尊
ト一
三
世
常
住
ノ
妙
心
ナ
リ

所ト
コ
ロ

レ

表
ア
ラ
ハ
ル
ヽ

天ア
マ

御ミ

中ナ
カ

主ヌ
シ
ト

云
也
國
常

立
无
キレ
形
時
ノ
事
ナ
リ

天ア
マ
ノ

獨サ
カ

矛ホ
コ
ヲ

指サ
シ

下ヲ
ロ
シ

探サ
ク
ル

嶋シ
マ

磤　
ノ

馭コ

ロ盧
嶋
　
シ
マ
ト

名
レ
之
ヲ

彼
嶋
八
發　
ロ
ノ

殿ト
ノ
ヲ

立タ
ツ

也
大ヲ
ヽ
ヤ
マ
ト
ノ
ク
ニ

日
本
國
髙ヒ
タ
カ
ミ
ノ
ク
ニ

見
國
神
祇
ノ
寶
山

是
名
二
金
敦
山
ト一
名
葛カ
ツ

木キ
ト一

爰
コ
ヽ
ニ
テ

成
レ
夫
妻
ト一
産ウ
ム

二
嶋
國
草
木

神
等
ヲ
後
一
女
日
神
天
照
ヲ

生
カ
三
男
ハ
月
神

蛭
子

素
盞
鳥
（
マ
マ
）尊

正
哉
吾
勝
ハ

天
照
ノ
太
子
也
釧タ
マ

霧キ
リ
ノ

化
生
也
天
津
彦
々
反
瓊キ

杵
ノ
尊

〈
8
オ
〉

正
哉
ノ
太
子
也
母
ハ
栲
幡
千
ノ々
姫
也

是
ヲ
皇
御
孫
ト
申
也
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彦
火
々
出
見
尊
皇
御
孫
ノ
㐧
二
太
子
也
母
ハ
木コ
ノ
ハ
ナ花
開
耶
姫

大
山
祇
神
ノ
ム
ス
メ
也

鸕
■
草
葺
不
合
尊
母
ハ
豊
玉
姫
海
童
二
ノ
姫
也
葺フ

キ

不

合
尊
ノ
御
ウ
ハ
ノ
玉タ

マ

依イ
ノ
姫
ヲ

后キ
サ
キ
ト
シ
テ
四
人
ノ
王
子
ア
リ
一
ハ
彦
五
瀬

命
二
稲イ

ナ

飯イ
ヽ
ノ

命
三
ハ
三ミ

ケ
ツ
ノ毛

野
命
四
盤イ

ハ

余ワ
レ
ノ

命
是
ヲ
神
武
申
也

大
日
霊
貴
天
照
皇
神
神
風 

伊
勢
國 

玉
掇

五
十
鈴 

河
上
坐
也

神
鏡
三
面
内
鏡
ト
ハ
一
ハ
豊ト

ヨ
ウ
ケ受

躰
也
二
ハ
髙カ

ウ
ク
ウ宮

也
三
ハ
面メ

ン
ク
ウ
サ
イ

荒
祭
也

内
宮
ノ

鏡カ
ヽ
ミ
モ
雖
レト
モ
奉
レ
鑄
皆
自
然
出
現
ス
ル
也

〈
8
ウ
〉

伊
奬

（
マ
マ
）ナ

キ
左
ノ
手
ニ
金
ノ
鏡
陰
ヲ
生
ス
右
手
ニ
銀
ノ
陽
ヲ
生
ス
日
神

月
神
水
珠
火
珠
日
月
是
也

飯イ
ヽ

野ノ

髙タ
カ
ミ
ヤ宮

泊ハ
ツ

瀬セ

朝ア
サ
ク
ラ倉

皆
伊
勢
國
ア
リ

同
床

シ
ヤ
ウ
ノ

三
神
ト
申
ハ
内
宮
外
宮
皇
御
孫
ノ
事
也

地
ノ
霊
光
顕
テ
天
ニ

昇
　
ノ
ホ
リ
テ

天
ヲ
照
ト
申
也
天
ノ
源
ハ
天
御
中
主

神
其
レ
天
ノ
表ヘ

ウ

下
ヲ
髙タ

カ

皇ス
ヘ
ム
ス産

霊
ヒ
タ
マ
ノ

神
ト
申
也
此
徳
ヲ
表
テ
國

主
ト
成
ヲ
皇
御
孫
尊
ト
申
也
此
尊
ハ
天
神

外
宮
相
殿
也

本
末
ヲ
一
ニ
シ
テ

豊
受　

ハ

天
御
中
主
皇
御
孫
尊
二
人
ノ
惣
名
也

〈
9
オ
〉

三
種
ノ
神
器キ

神
九
代
ニ
テ
ハ
同
所
ニ
有
御
代
末
ニ
成
別
所
ニ
安ア

ン
ス

霊レ
イ

鏡キ
ヤ
ウ

殿テ
ン
ノ
今
内ナ

イ

待
シ（
マ
マ
）

所ト
コ
ロ

也
開カ

イ

化ケ

天
皇
ノ
手テ

箱ハ
コ
ノ
中
ニ
虫
ノ
如
ク

物
ア
リ
次
第
ニ
人
ト
ナ
ル
大ヤ

マ

和ト

姫ヒ
メ

皇
女
事
也
尋
ハ
我
ハ
大
神

仕
ト
ナ
リ
左
手
ニ
来
也　
　

三
種
神
器
ヲ
崇
徳
ヲ
表
ナ
リ

同
宮
ノ
中
神
態ワ

サ
ト

物
ア
リ
宮
所
ヲ
尋
ン
カ
為
崇
レ
神
ヲ
天
王
御
代
ニ

大
和
姫
ノ
皇
女
三
種
神
器
ヲ

戴
イ
タ
ヽ
イ
テ

内
裏
ヲ
出
給
ト
セ
シ
時
護コ

身　
シ
ン
ノ

為
ニ
岩イ

ワ
コ
リ疑

老ト
メ
ノ

神
天ア

メ

日ヒ

一ヒ
ト

筒ツ
ヽ

神
二
氏
ノ
許モ

ト
ヘ
仰
付　

テ

釼
ト
鏡
ト
ヲ

奉
二
鑄イ

テ

賛ホ
メ

一
地
祇
ノ
備
祇
ト
ス
神
璽　

ト

相ア
イ

共ト
モ
ニ
内
裏
ニ
留
置
也
本
ノ

〈
9
ウ
〉

三
種　

ヲ
ハ

皇
女
自

ミ
ツ
カ
ラ

戴
イ
タ
ヽ
キ

奉
所
ノ々
宮
所
ヲ
尋
テ
垂ス

イ

仁ニ
ン

天
王
御
代
ニ

伊
勢
國
ヘ
入
坐
ス
間
ニ
猿
田
彦
ノ

翁
　
ヲ
キ
ナ
ト
云
物
ニ
行
合
テ
打
具
尋
給

ミ
モ
ス
ソ
河
ニ
テ
御
衣
ヲ

洒ツ
ヽ
キ

此
宝
ハ
天
照
大
神
天
ノ
宮
ヨ
リ
下
リ
宮

所
ノ
為
ニ

遥ハ
ル
カ
ニ
打
下
給
天アマノ
獨サカ
矛ホコ
也ナリ
五
十
鈴
河
ノ
宮
ニ
奉
ト
也

三
種
ノ
中
ニ
寶
鏡
ハ
天
岩
戸
ノ
前
ニ
テ
八
百
万
神
鑄
奉
ル
即
内

宮
天
照
ノ
御
躰
也
寶
釼
ト
申
ハ
素
盞
烏
尊
大
虵
尾
ヨ
リ

切
出
テ
伊
勢
ニ
参
ス
ル
也
虵
ヲ
切
給
ウ
十ト
ツ
カ靹
ノ
釼
ハ
大
和
ノ
布
留
ノ

屋ヤ
シ
ロ
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代
ニ
ア
リ
草
ナ
キ
ノ
釼
ハ
日
本
武
尊
景ケ

イ

行キ
ヤ
ウ
ノ
御
時
東
夷
為

〈
10
オ
〉

滅
東
路
ヘ
下
給
間
伊
勢
ニ
イ
ト
マ
コ
イ
ニ
参
ス

皇ヤ
マ
ト
ヒ
メ女

此
寶
釼
ヲ

奉
レ

授サ
ツ
ケ

也
今
熱ア

ツ

田
ニ
ア
リ
又
玉
天
御
中
王

（
マ
マ
）尊

此
玉
ヲ

擎サ
ヽ
ケ
テ

豊
葦
原
ヲ
作
ル
水
徳
ヲ
表
ス
外
宮
ノ
鎮
坐
ノ
後
五
十
鈴
河
ヨ
リ
山

田
ノ
原
移
奉
ル
今
相
殿
ニ
坐
太ヲ

ウ

玉タ
マ
ノ
命
是
也
内
宮
ノ

後
ウ
シ
ロ
ニ

數
百

歳
ヲ
経
テ
雄
略
天
王
ノ
代
ニ
大
和
姫
ノ
皇ム

ス
メ女

神カ
ン

主ヌ
シ
ニ

託タ
ク
ス

レ
之
ヲ
我
天

照
ノ
意
ヲ

受ウ
ケ
テ

云
我
カ
祖
ハ
丹
後
國
ヨ
サ
ノ
宮
ニ

坐
マ
シ
マ
ス

天
宮
ニ
坐
カ
如
ク
一

所
ニ
崇ア

カ
メ
如
何
也
ウ
レ
シ
カ
ル
ヘ
シ
ト
ア
リ
シ
カ
ハ
軈ヤ

カ
テ

急イ
ソ
キ

詞
コ
ト
ハ
ニ

任
テ

世
〔
伊
勢
　
〕ノ
カ

國
ヘ
移
シ
奉
ル
今
ノ
外
宮
也
相
殿
ノ
御
中
ニ
大
手タ
チ

力カ
ラ

雄　
ヲ

命
ア
リ

〈
10
ウ
〉

神
躰
者
弓
也　
　

栲カ
ウ
ハ
ン幡
千
々
姫
命
ノ
躰
釼
也
此
皆

内
宮
也
太
玉
ハ
神シ
ン

璽シ

也
天ア
マ
ツ
コ児
屋ヤ

根子

尊
躰
笏
也

五
十
鈴
河
大
神
ノ
前
東
ヨ
リ
西
ヘ
流
也
ミ
モ
ス
ソ
ハ
南
ヨ
リ
北
ヘ
流
ル

一
ナ
リ
外
宮
相
殿
ハ
前
ハ
皇
御
孫
尊
右
ハ
コ
ヤ
子
後
ハ
移
之

二
人
ア
リ
神シ

ン

璽シ
　
ハ
天
釼
ハ
人
鏡
ハ
地
也
天
御
中
主
尊
ニ

三
人
子　

一
ハ
髙
皇ス

ヘ
ム
ス
ヒ
ノ産

尊
是
ハ
栲
ノ
幡
千
々
姫
ノ

千
々
姫
ノ
命
ハ
皇
御
孫
ノ
母
也
即
帝
皇
祖
神
也
二
ハ
神カ

ン

皇ス
ヘ

産
命
三
ハ
津
速
産
命
也
其
児
市イ

チ

千
魂
ノ
命
ア
リ

〈
11
オ
〉

又
其
子
ニ
天
ノ
児
屋
根
尊
即
人
臣
ノ
大
祖
ナ
リ
爰
ニ
大
軄

冠
談タ

ン

海カ
イ

公
ヨ
リ
菅
原
氏
賜
也

児
屋
根
ハ
皇
御
孫
命
降
給
時
ハ
太
中
臣
氏
ノ
祖
神
也

　

ノ
ト 

フ
ト 

コ
ト 

ヲ
ス
ル
ナ
リ

第
二
ノ
神
皇
産
ハ
神
主
度
會
氏
本
祖
也

掛
カ
ケ
マ
ク
モ

忝
カ
タ
シ
ケ
ナ
ク
モ
畏
与
申
参
コ
ト
ナ
リ
敬
義 

庭ホ
タ

火キ 

春
日
ニ
付
ク

　
　
　

神
聞
書

一
天
譲
日
天
狭
霧
陽
神
日
ノ
彦
日
精
摩
尼
ナ
リ

〈
11
ウ
〉

　

火
珠
所
成
道
是
地
神
五
代
位
也
即
日
神
内
宮
也

　

地
ヲ
月
ニ
譲
地
狭
霧
尊
陰
神
是
月
神
ノ
姫
也

　

月
精
摩
尼
也　

水
珠
所
成
道
是
天
神
七
代
位
也
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即
外
宮
也

一
伊
勢
意
密 

高
野
身
密 

宀
一
語
密
也

一
天
竺
阿難

唐
土
北
斗

和
尚

百
済
國
香
蔵

仙
人

日
本
役
行
者

一
天
竺
念
然
比
丘 

新
羅
國
月
羅 

日
本
聖
徳
太
子

一
聖
徳 

聖
武 
聖
宝
僧
正
此
三
人
ハ

一
躰
分
身
也

〈
12
オ
〉

一
弘
法 

嵯
峨
帝 

檀
輪
皇
后 
嵯
峨
姫
宮
日
本
國
鵜
房

岩
屋
ニ
入
定
ス

　

小
野
小
町 

業
平 

道
風
七
度
成
也

道
風
ヲ
除
傳
教
大
師
也

　

北
野
託
宣
云
弘
法
ヲ
以
我
逆
身
ト
ス
道
風
ヲ
以
テ
我
カ
須

　

身
ト
ス　

延
喜
御
時
都
良リ

ヤ
ウ

香キ
ヤ
ウ

御ミ

門カ
ト

奏ソ
ウ
ス

〈
12
ウ
〉

一
扶フ

桑ソ
ウ

曰イ
ワ
ク

各
記シ

ル
ス

百
巻
百
皇
一
巻
ツ
ヽ

　

麗レ
イ

記キ

十
八
巻　

無
題
記
上下

巻　

神シ
ン

祇キ

全セ
ン

一
巻

　

仲
臣
秡
ノ
註チ
ウ
一巻　

是
大
師
御
作
也

　

神
代
巻
三巻　

紫シ

マ磨
金コ
ン
サ
ン山
記キ
三巻

　

遺ユ
イ
カ
イ誡
記キ
一巻　

此
三
部
ハ

行キ
ヤ
ウ

基キ

御
作
也

　

神
代
ニ
付
テ
四
重
秘
尺
六帖　

神
代
秘
決
一巻

　
　

賀
茂
空
観
上
人
御
作
也

一
伊
弉
諾
人
タ
子
ヲ

ア
ラ
ハ
ス 

伊
弉
冉
人
タ
子
ヲ

ウ
ク

〈
13
オ
〉

一
一
切
権
現
ハ
皆
権
社
神
也
死
ヲ
本
ト
ス
熊
野
度
義
也

　

一
切
明
神
ハ
皆
實
社
也
生
ヲ
本
ト
ス
伊
勢
神
明
也
又
崇

　

廟
社
稷
ノ
時
ハ
神
ノ
本
社
ハ
崇
廟
眷
属
社
稷
也
又
神

　

祇
ハ
地
主
冥
道
ハ
影
向
神
也

一
入
定
サ
カ
奥　

弘
法
宀
一　

業
平
平凡

也

一
熊
野
天
竺
摩
訶
陀
國
王　

日
本
神
武
也

一
釈
尊
両
眼
左右

念
禅
比
丘

一
太
子
伝
云
六
生
ヲ
機キ

縁エ
ン

盡
ツ
ク
シ
テ

形
ヲ
厚
山
土
石
ト
ナ
シ
名
ハ

〈
13
ウ
〉

　

新
羅
ニ
残
テ
魂
ハ
今
日シ
チ

拭イ
キ
ニ
ア
リ
日
羅
御
事
也

　

戒
行
講
ヲ
行
ハ
佛
道
ノ
山
ニ
モ
入
正
覚
ノ
峯
ニ
モ
登
テ

　

尚
生
死
ヲ
見
轉
粟
散
邊
土
ノ
小
國
秋
津
嶋
ニ
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化
生
ス
正
法
五
百
年
ハ
天
竺
ニ
持
戒
堅
固
也

　

像
法
千
年
ハ
唐
土
始
五
ハ
多
聞

後
五
ハ
禅
尼

（
マ
マ
）

　

末
法
千
年
ハ　

日
本
始
五
ハ
造
寺 

堅
固

後
五
ハ
闘
諍 

堅
固

聖
徳
太
子
也

一
如
来
入
滅
以
後
一
千
五
百
廿
一
年
正
月

　

一
日
誕
生
ア
リ
過
年
二
月
十
五
日
ニ
七
歩
シ
テ
掌

〈
14
オ
〉

　

開
テ
南
無
佛
曰
唱
法
隆
寺
舎
利
也
佛

　

右
御
眼
也　
　
　
　
　
　
　
　

秀
存
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